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３ 研修内容

研究テ－マ

豊かな言語生活を拓く国語教育の創造

－「言葉の学び」への自覚が育つ単元学習の開発－

（１）基調提案

日本国語教育学会研究部長 藤森 裕治先生

テ－マ

子どもとともに在る教師の身体を考える

「言葉の学び」が育つ学室

昨年の基調提案では、言語生活者としての学習者が「言葉の学び」への自覚をもって生

きるための構造として、次の四局面が円環をなして展開する学習論モデル（４ＣＨモデル）

が提示された。

選択（Ｃｈｏｉｃｅ）：学習者が自ら問いを立て、学び方や学習材を選ぶ局面。学びの

主人公が学習者となる局面。

挑戦（Ｃｈaｌｌｅｎｇｅ）： 学習者が失敗を恐れずに、自ら選択した学びに向かう局

面。絶え間ない試行錯誤への挑戦こそ、保幼小中高を貫

く学びの基本。

体験（Ｃｈａｎｃｅ）： 学習者が他者と交流し、さまざまな見方・考え方や出来事に出

会う局面。他者の声と出会う中で、学習者は社会的な存在とし

て成長していく。

省察（Ｃｈｅｃｋ）： 学習者が体験の意味を省察し、次なる学びを展望する局面。何が

わかり、できるようになったのか、何がまだそうなっていないか

を、学習者自らが言葉にし、新たな学びにつなげる局面。

このモデルを踏まえて今回は、教師と学習者とが協働の問題探求者、すなわち同じ地平

に立つ学習主体として材に向かうという関係性が新たに提案された。教師は学習者の学び

を管理者・支援者という立場から見下ろすのではなく、学習者の範となる言葉の学び手と

して学室に存在し、かれらとともに、あるいは伴走者として生きるような関係性である。

『第８５、８６回 国語教育全国大会 基調提案 研究部長 藤森 裕治先生の資料より』



（２）『第８６回 国語教育全国大会 研究授業指導案』

（３）授業の板書構成

４ 感想

授業では、読後感＝初発の感想を学びの起点として進められていた点が参考になった。

「初読の感想をひとことで表すこと」「自分の気持ちを表す言葉にすること」を条件とし

て読後感を書き、全員の読後感を可視化したり、個々の違いを分類・整理したりすること

で作品の詳細を読むことに対する必要感が生まれ、主体的な学びへと繋がっていくことが

分かった。児童は本時に向けて、学びポケットのチャンネル機能を使い８人位のグル－プ

で交流活動を行っており、学習ツ－ルを用いての交流の方法を知ることができた。授業で

の発言は、本文の○Ｐ.の○○の所、自己体験を話すなど根拠を示しながら自分の考えを

自信をもって述べることができていた。授業者は、児童の意見の中の言葉を的確にとらえ、

板書をして話合いを進めて授業を組み立てていて素晴らしかった。


